
一般質問

平成２９年（２０１７年）１月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

葛
未
利
用
食
品
の
有
効
活
用
を
（
こ
だ
い
ら
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

防
災
／
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
か
え
／

未
利
用
食
品
の
市
内
循
環
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
平
市
地
域
防
災
計
画
推

進
に
お
い
て
、
庁
内
の
連
携
の
た
め

に
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

渦
被
害
想
定
や
避
難
時
の
注
意
点

等
必
要
な
情
報
を
市
民
に
周
知
す
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
小
平
市
災
害
対
策
本
部
条

例
で
設
置
さ
れ
る
部
、
班
の
態
勢
で

防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

　

渦
防
災
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。
今
後
は
大

き
な
災
害
直
後
で
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
時
期
を
捉
え
、
市
報
等
で
普
及

啓
発
を
検
討
す
る
。

小
平
市
地
域
防
災
計
画
の
進
捗
状
況

と
庁
内
等
で
の
連
携
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

更
新
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
。

　

渦
施
設
更
新
後
さ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
用
地
の
取
得

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

渦
更
新
を
機
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
の
提
供
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

 
質
問　

市
が
回
収
し
た
未
利
用
食
品

を
市
内
で
循
環
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長　

寄
付
は
可
能
だ
が
循
環
は
新

た
な
仕
組
み
の
構
築
が
課
題
と
な
る
。

耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新
に
つ
い
て

未
利
用
食
品
の
循
環
を
小
平
市
の

な
か
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

待
機
児
童
解
消
の
都
補
助
金
活
用
と

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
都
の
補
正
事
項
の
う
ち
、

市
は
ど
の
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

　

渦
都
の
補
正
予
算
の
事
業
に
つ
い

て
、
小
平
市
が
実
施
せ
ず
周
辺
自
治

体
が
実
施
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

市
長　

臼
認
可
保
育
所
の
整
備
費
補

助
の
ア
ッ
プ
、
保
育
士
等
の
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
等
の
事
業
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
保
育
士
等
の
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
事
業
は
人
材
確
保
面
で
実
施
自
治

体
が
優
位
と
な
り
、
未
実
施
自
治
体

で
は
事
業
運
営
等
に
影
響
が
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
東
京
都
の

補
助
金
活
用
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
子
育
て
中
の
市
民
が
、
幼

児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
規
格
に
合

わ
な
い
自
転
車
に
、
子
ど
も
２
人
を

乗
せ
て
い
る
現
状
へ
の
市
の
認
識
は
。

　

渦
購
入
補
助
や
レ
ン
タ
ル
制
度
は

子
育
て
中
の
市
民
の
利
便
性
向
上
に

貢
献
す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
や
む
を
得
な
い
事
情
で
都

の
道
路
交
通
規
則
に
反
し
安
全
基
準

外
の
自
転
車
で
幼
児
２
人
同
乗
し
て

い
る
実
態
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
既
に
多
く
の
人
が
利
用
し
製
品

数
も
ふ
え
、
よ
り
廉
価
に
な
っ
て
き

て
い
る
た
め
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
の
事
業
化
は
考
え
て
い
な
い
。

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
補
助
制
度

を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
空
き
家
の

適

正

管

理

に

つ

い

て

 
質
問　

臼
市
は
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
い
く
の
か
。

　

渦
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
の
来
館

者
数
増
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
か
。

市
長　

臼
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン　

に
５０

お
い
て
、
市
と
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
が
と
も
に
推
進
主
体
と

な
っ
て
い
る
事
業
を
中
心
に
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

　

渦
特
別
展
示
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
継

続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
東
京　

大
２０２０

会
を
日
本
の
伝
統
的
な
木
彫
文
化
の

魅
力
発
信
の
好
機
と
捉
え
、
観
覧
者

観

光

ま

ち

づ

く

り

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

の
増
加
に
つ
な
が
る
展
覧
会
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
市
内
の
特
定
空
き
家
の
状

況
は
ど
う
か
。

　

渦
空
き
家
の
所
有
者
の
高
齢
化
等

に
よ
り
、
地
域
で
問
題
に
な
る
こ
と

が
今
後
ふ
え
て
く
る
と
思
う
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
長　

臼
現
在
、
外
観
目
視
等
の
範

囲
で
は
、
法
に
定
め
る
特
定
空
家
等

の
該
当
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
引
き
続
き
、
所
有
者
等
に
対
し

て
管
理
不
全
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ

う
、
法
及
び
条
例
に
基
づ
き
適
正
な

管
理
を
促
し
て
い
く
。

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

公
文
書
管
理
条
例
で
市
民
の
知
る
権

利
を
守
ろ
う
／
安
心
で
き
る
介
護
を

 
質
問　

臼
文
書
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
に
お
け
る
市
民
が
市
政
情
報
に

ア
ク
セ
ス
す
る
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

渦
公
文
書
を
市
民
の
財
産
と
捉
え
、

知
る
権
利
を
担
保
す
る
た
め
、
文
書

管
理
を
内
部
規
定
で
な
く
条
例
と
す

る
こ
と
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼
直
接
ア
ク
セ
ス
は
で
き
な

い
が
、
登
録
デ
ー
タ
を
利
用
し
文
書

目
録
、
文
書
件
名
等
に
ア
ク
セ
ス
す

る
仕
組
み
の
構
築
を
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

文
書
管
理
規
程
の
見
直
し
な
ど
を
検

討
し
、
適
切
な
文
書
管
理
に
努
め
て

い
く
。

行
政
文
書
を
市
民
の
財
産
と
捉
え

公
文
書
管
理
条
例
の
策
定
を

 
質
問　

臼
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
各
圏
域
に
配
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
実
施
予
定
は
。

　

渦
介
護
離
職
を
な
く
す
た
め
に
訪

問
介
護
・
看
護
の
充
実
が
必
要
だ
が
、

現
状
の
把
握
と
対
策
は
。

　

嘘
男
性
介
護
者
を
支
援
す
る
事
業

の
現
状
は
。

市
長　

臼　

年
度
以
降
に
各
圏
域
に

２９

１
人
ず
つ
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
資
格
取
得
等
の
支
援
や
人
材
の

確
保
に
向
け
た
補
助
事
業
、
事
業
者

向
け
個
別
相
談
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

嘘
性
別
に
よ
り
対
象
を
限
っ
て
の

実
施
は
し
て
い
な
い
。

高
齢
者
も
家
族
も
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

特
別
支
援
教
育
／
介
護
保
険
／
市
境

道
路
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
問
う

 
質
問　

臼
児
童
・
生
徒
が
希
望
す
る

教
育
を
受
け
ら
れ
て
い
る
か
。

　

渦
巡
回
指
導
の
教
員
の
体
制
と
専

門
性
の
確
保
は
。

教
育
長　

臼
教
室
や
教
員
が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
入
級
で
き
な
い
と
い

う
状
況
は
な
い
。

　

渦
対
象
児
童
数
に
応
じ
た
巡
回
指

導
教
員
を
配
置
し
、
各
校
で
の
必
要

な
体
制
が
組
め
る
よ
う
努
め
る
。

 
質
問　

臼
認
定
率
を
下
げ
た
自
治
体

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　

渦
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
。

　

嘘
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
設
置

す
る
際
の
周
辺
住
民
と
の
合
意
は
。

市
長　

臼
現
行
で
は
認
定
率
を
算
定

に
反
映
す
る
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
提
案
さ
れ
た
と
の
報
道
が

あ
り
国
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
国
等
の
動
向
に
よ
り
検
討
。

　

嘘
事
業
者
は
住
民
説
明
を
丁
寧
に

行
い
、
よ
り
多
く
の
賛
同
を
得
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

 
質
問　

市
境
で
の
交
通
安
全
対
策
は
。

市
長　

関
係
市
と
調
整
、協
議
の
上
、

管
理
協
定
を
結
び
、
管
理
主
体
と
な

っ
た
市
が
道
路
の
維
持
管
理
を
行
う
。

市

境

道

路

で

の

交

通

安

全

対

策

に

つ

い

て

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）

Ａ
Ｉ
の
活
用
と
庁
舎
屋
上
へ
の

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
市
民
サ
ー
ビ
ス
で
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
と
し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
。

　

渦
Ａ
Ｉ
と 
イ 
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
自

※
２

治
体
構
想
の
関
連
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

臼
窓
口
業
務
を
ロ
ボ
ッ
ト
が

代
用
し
た
り
各
種
手
続
き
を
補
助
す

る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

渦
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
は
行
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
活
用
さ
れ
、
事
務

分
担
や
業
務
の
あ
り
方
が
画
期
的
に

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
の
高
度
化
や
提
供
方
法
の
多
様
化

等
が
図
ら
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
自
治
体
業
務
の
新
た
な
姿
を

 
質
問　

臼
今
な
お
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を

設
置
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

　

渦
積
乱
雲
に
よ
る
豪
雨
等
の
局
地

的
激
変
を
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
捉
え
る

こ
と
で
、
市
民
へ
の
早
期
情
報
伝
達
、

被
害
予
防
に
な
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
住
宅
地
の
広
が
る
小
平
市

で
は
、
撮
影
し
た
映
像
を
多
く
の
人

に
観
て
も
ら
え
る
か
な
ど
効
果
が
見

き
わ
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
設
置
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

渦
気
象
庁
の
情
報
等
を
活
用
し
て

も
気
象
状
況
の
見
通
し
を
予
見
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

防
災
や
美
借
景
を
伝
え
る
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
庁
舎
屋
上
へ
の
設
置
実
現
を

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

高
齢
者
見
守
り
の
た
め
の
実
態
把
握
／

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
助
成

 
質
問　

臼
法
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
二

次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業
に

つ
い
て
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
な
い
高
齢
者
へ
の
予
防
策

提
供
は
現
在
ど
う
引
き
継
い
だ
の
か
。

　

渦
計
画
策
定
等
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

の
早
期
発
見
に
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
総
合
事
業
等
の
広
報
紙
を

年
３
回
個
別
配
布
し
、
介
護
予
防
事

業
等
を
周
知
す
る
ほ
か
、
介
護
予
防

運
動
講
座
を
地
域
で
開
催
し
て
い
る
。

　

渦
高
齢
者
の
生
活
状
況
等
を
統
計

的
に
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

無
記
名
で
行
う
た
め
、
支
援
を
必
要

高
齢
者
の
見
守
り
の
た
め
の

実

態

把

握

に

つ

い

て

と
す
る
人
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
漏

れ
の
な
い
周
知
と
勧
奨
が
必
要
だ
が
、

市
の
取
り
組
み
強
化
へ
の
見
解
は
。

　

渦
定
期
接
種
対
象
外
の
乳
幼
児
に
、

市
の
負
担
で
任
意
助
成
を
実
施
す
べ

き
だ
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼　
年
度
前
半
の
出
生
児
は
、

２８

接
種
完
了
の
期
間
が
短
い
た
め
、
市

報
等
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
未
接
種
の
対
象
者
に
は
、
個
別

勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。

　

渦
ま
ず
は
、
定
期
接
種
対
象
者
の

接
種
漏
れ
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
た
め
、

市
報
等
で
着
実
に
周
知
し
て
い
く
。

再
び
、Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

対
象
外
の
乳
幼
児
へ
任
意
助
成
を


